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▽�

「
筑
前
琵
琶
保
存
会
」
が
定
期
演
奏
会�

を
開
催
。
前
会
主
を
追
悼
＝
３
面

▽�

連
載
「
西
郷
隆
盛
は
征
韓
論
者
に
あ
ら

ず
」
＝
４
面

▽�

賛
助
会
員
芳
名
録
＝
５
面

▽�

神
社
が
初
詣
で
分
散
参
拝
を
呼
び
掛
け

＝
５
面

　

中
野
正
剛
君
ハ
明
治
末
期

ヨ
リ
大
正
ヲ
経
テ
昭
和
中
期

ニ
至
ル
我
ガ
日
本
ノ
産
出
シ

タ
ル
不
羈
卓
犖
（
ふ
き
た
く

ら
く
）
ノ
好
男
児
ナ
リ
。

　

君
ノ
家
ハ
福
岡
藩
士
、
幼

時
黒
田
武
士
ノ
雰
囲
気
中
ニ 

成
長
シ
、ソ
ノ
教
養
ヲ
受
ク
。 

君
ノ
郷
校
ニ
ア
ル
ヤ
学
業
儕 

輩
（
せ
い
は
い
）
ニ
冠
タ
リ
。 

進
ン
デ
官
学
ニ
入
リ
高
第

（
こ
う
だ
い
）
ヲ
取
ル
。
立

身
出
世
手
ニ
唾
シ
テ
得
ベ
キ

ナ
リ
。
シ
カ
モ
君
ヤ
自
ラ
好

ン
デ
早
稲
田
大
学
ニ
赴
ケ

リ
。

　

学
成
ル
ヤ
朝
日
新
聞
記
者

ト
ナ
ル
。
君
ハ
文
章
雄
健
、

識
見
透
徹
、
能
ク
人
ノ
言
ウ

克
（
あ
た
）
ハ
ザ
ル
ト
コ
ロ

ヲ
言
ウ
。
忽
（
た
ち
ま
）
チ

当
代
ノ
大
家
名
士
ニ
認
知
セ

ラ
ル
。

　

尋
（
つ
）
イ
デ
朝
鮮
ニ
特

派
セ
ラ
ル
。
予
ガ
親
シ
ク
君

ト
面
シ
タ
ル
ハ
実
ニ
明
石
柏

蔭
ノ
京
城
ノ
邸
ニ
於
テ
ス
。

　

明
石
ハ
君
ト
同
郷
人
ニ
シ

テ
当
時
朝
鮮
警
務
総
監
タ

リ
。
予
ハ
君
ガ
眉
目
清
秀
、

意
気
軒
昂
、
談
論
風
発
、
眼

中
人
ナ
キ
状
ヲ
見
テ
心
私

（
ひ
そ
）
カ
ニ
将
来
ノ
大
成

ヲ
期
セ
リ
。

　

幾
バ
ク
モ
ナ
ク
君
ハ
朝 

鮮
、満
州
ヨ
リ
中
国
ニ
遊
ビ
、 

東
亜
ノ
大
勢
ニ
就
イ
テ
得
ル

ト
コ
ロ
ア
リ
。
朝
日
新
聞
ノ

論
壇
ニ
拠
リ
テ
大
イ
ニ
政
治

活
動
ヲ
試
ミ
、
自
ラ
東
方
時

論
ヲ
興
シ
、
更
ニ
進
ン
デ
遂

ニ
議
会
人
ト
ナ
レ
リ
。

　

君
ハ
同
郷
ノ
大
先
輩
頭
山

満
ニ
負
ウ
ト
コ
ロ
最
モ
多

ク
、
当
初
犬
養
木
堂
傘
下
ニ

投
ジ
、
安
達
漢
城
ニ
結
ビ
、

而
（
し
か
）
シ
テ
遂
ニ
自
ラ

東
方
会
ヲ
興
シ
テ
同
志
ノ
才

俊
ヲ
糾
合
シ
、
議
会
内
外
ニ

ソ
ノ
勢
力
ヲ
開
張
セ
リ
。

　

福
岡
が
生
ん
だ
硬
骨
の
政

治
家
、
中
野
正
剛
先
生
の
顕

彰
祭
が
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た

め
中
止
さ
れ
た
。

　

顕
彰
祭
は
、
例
年
、
中
野

先
生
の
ご
命
日
、
十
月
二
十

　
「
中
野
正
剛
先
生
碑
」
は

玄
洋
社
記
念
館
創
設
者
の
進

藤
一
馬
先
生
（
明
治
三
十
七

年
―
平
成
四
年
）
が
主
宰
す

る
「
正
剛
会
」
に
よ
っ
て
正

剛
先
生
十
三
回
忌
の
昭
和
三

十
年
の
三
月
二
十
七
日
に
建

立
さ
れ
た
。

七
日
に
近
い
土
曜
日
に
斎
行

さ
れ
て
き
た
。
昨
年
は
、
年

初
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
終
息
が
見

え
ず
、
顕
彰
祭
を
主
催
す
る

「
中
野
正
剛
先
生
顕
彰
会
」

は
、
中
止
を
決
め
た
。

　

表
に
同
郷
の
盟
友
、
緒
方

竹
虎
先
生
（
明
治
二
十
一
年

―
昭
和
三
十
一
年
）
の
筆
で

「
中
野
正
剛
先
生
碑
」。
背

面
に
近
代
日
本
の
代
表
的
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
徳
富
蘇
峰

氏
（
文
久
三
年
―
昭
和
三
十

二
年
）
の
文
、
進
藤
先
生
の

書
で
碑
文
が
刻
ま
れ
て
い

る
。

　

碑
文
は
十
五
行
千
三
百
余

文
字
。
日
刊
新
聞
の
記
事
に

す
れ
ば
百
行
を
超
え
る
分
量

の
そ
の
文
は
、
正
剛
先
生
の

硬
骨
漢
ぶ
り
を
称
揚
し
、
自

裁
と
い
う
、
そ
の
最
期
に
つ

い
て
は
「
シ
カ
モ
ソ
ノ
眞
相

如
何
ハ
タ
ダ
天
コ
レ
ヲ
知
ル

ノ
ミ
」
と
無
念
の
心
情
を
吐

露
し
て
い
る
。

　

碑
文
を
紹
介
す
る
。（
読

み
仮
名
、
句
読
点
、
改
行
は

編
集
者
に
よ
る
）

　
　
　

◇　
　
　

◇

　

福
岡
市
中
央
区
今
川
二
丁

目
、
鳥
飼
八
幡
宮
境
内
の
中

野
先
生
の
銅
像
、
並
ん
で
立

つ
「
中
野
正
剛
先
生
碑
」
前

で
斎
行
さ
れ
る
顕
彰
祭
は
、

顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
た
昭
和

三
十
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
銅

像
は
同
五
十
九
年
十
月
二
十

七
日
に
除
幕
し
た
。

　

中
野
先
生
の
顕
彰
祭
の
中

止
は
初
め
て
の
こ
と
。
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そ
れ
は
平
野
国
臣
に
対
す
る
処
遇
や
藩
内
勤
王
派
の
弾

圧
と
い
っ
た
藩
主
独
裁
型
の
強
硬
策
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ

て
く
る
。

　

筑
前
藩
は
平
野
国
臣
以
外
は
、
い
わ
ゆ
る
草
莽
（
そ
う

も
う
）
の
志
士
と
い
わ
れ
る
人
は
、
ほ
と
ん
ど
出
て
い
な

い
。

　
「
草
莽
」
と
は
「
草
む
ら
」
の
こ
と
で
「
草
莽
の
志
士
」

は
藩
の
拘
束
か
ら
脱
し
て
義
に
生
き
る
者
を
指
し
吉
田
松

陰
の「
草
莽
崛
起（
く
っ
き=

群
れ
を
抜
い
て
出
る
こ
と
）

の
論
」
あ
た
り
が
原
点
で
あ
る
。

　

平
野
は
草
莽
の
志
士
の
典
型
で
あ
っ
た
。
後
年
、
玄
洋

社
の
人
々
が
平
野
國
臣
を
郷
土
の
先
覚
と
し
て
高
く
評
価

し
尊
敬
し
た
の
は
在
野
の
国
士
と
し
て
の
深
い
共
感
が
あ

っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　

文
久
二
年
四
月
、
参
勤
の
途
中
、
播
州
大
蔵
谷
か
ら
引

き
返
し
た
藩
主
・
長
溥
の
供
に
加
え
ら
れ
た
国
臣
は
筑
前

に
帰
る
と
、
そ
の
ま
ま
脱
藩
の
罪
で
牢
に
入
れ
ら
れ
て
し

ま
う
。

　

越
え
て
文
久
三
年
、
京
都
で
尊
攘
派
の
勢
い
が
盛
ん
に

な
る
と
三
月
に
は
平
野
は
許
さ
れ
て
牢
を
出
る
。
朝
廷
か

ら
の
口
添
え
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

平
野
国
臣
が
桝
木
屋
の
獄
を
出
て
地
行
の
自
宅
に
帰
っ

て
い
た
文
久
三
年
五
月
、
尊
攘
の
志
を
持
つ
高
原
謙
次
郎

　

君
ノ
弁
論
ハ
ソ
ノ
文
章
ニ

優
ル
ト
モ
決
シ
テ
劣
ル
ト
コ

ロ
ナ
シ
、
疾
咜
雲
ヲ
興
シ
痛

快
肺
腑
ヲ
穿
ツ
。

　

君
ハ
議
会
ニ
於
テ
反
対
党

タ
ル
田
中
内
閣
ヲ
倒
シ
、
更

ニ
自
党
タ
ル
若
槻
内
閣
ヲ
総

辞
職
セ
シ
ム
。
君
ノ
党
人
ト

シ
テ
ノ
官
歴
ハ
逓
信
政
務
次

官
ニ
止
マ
ル
。
シ
カ
シ
議
会

人
ト
シ
テ
ハ
実
ニ
一
敵
国
ノ

看
を
倣
（
な
）
セ
リ
。

　

君
ノ
政
界
ニ
於
ケ
ル
進
退

行
蔵
ハ
常
人
ノ
諒
解
シ
克

（
あ
た
）
ハ
ザ
ル
モ
ノ
鮮
（
す

く
な
）
カ
ラ
ズ
。
シ
カ
モ
君

ハ
既
往
ニ
捉
ラ
ハ
レ
ズ
執
一

ノ
見
ニ
縛
セ
ラ
レ
ズ
、
文
義

ニ
泥
（
な
ず
）
マ
ズ
、
タ
ダ

国
家
ノ
タ
メ
ニ
当
面
ノ
必
須

ト
ス
ル
標
的
ニ
向
ッ
テ
驀
進

ス
。
故
ニ
ソ
ノ
所
信
ヲ
断
行

ス
ル
ニ
当
タ
リ
テ
ハ
、
世
上

ノ
毀
誉
褒
貶
ヲ
顧
ミ
ズ
、
一

身
ノ
利
害
得
喪
無
視
シ
テ
猛

然
コ
レ
ニ
趨
（
お
も
む
）
ク

ノ
ミ
。

　

シ
カ
モ
ソ
ノ
志
恒
ニ
君
国

ニ
存
シ
、
専
ラ
東
亜
ノ
興
隆

ヲ
図
リ
、
自
ラ
世
界
諸
民
族

ノ
水
平
運
動
ノ
唱
首
タ
ラ
ン

コ
ト
ハ
、
君
ガ
始
終
ヲ
一
貫

シ
タ
ル
精
神
タ
ラ
ズ
ン
バ
ア

ラ
ズ
。

　

君
ヤ
第
一
次
世
界
大
戦
ニ

際
シ
英
国
ニ
遊
ビ
、
巴
里
会

議
ニ
際
シ
仏
国
ニ
遊
ビ
、
更

ニ
第
二
次
世
界
大
戦
前
ニ
於

テ
独
伊
諸
邦
ニ
遊
ブ
。
ソ
ノ

三
回
ノ
外
遊
ハ
君
ヲ
シ
テ
世

界
的
活
眼
者
タ
ラ
シ
ム
ル
ニ

タ
ル
モ
ノ
ア
リ
。

　

君
ハ
第
三
次
外
遊
ニ
際 

シ
、同
郷
ノ
先
輩
頭
山
立
雲
、 

岳
父
三
宅
雪
嶺
、
及
ビ
老
友

予
を
迎
ヘ
テ
星
ヶ
岡
茶
寮
ニ

留
別
の
筵
（
え
ん
）
ヲ
催
セ

リ
。今
ヤ
座
中
ノ
主
客
剰（
あ

ま
）
ス
モ
ノ
予
一
人
ノ
ミ
。

当
時
君
慷
慨
卓
厲
（
こ
う
が

い
た
く
れ
い
）
真
ニ
一
世
ノ

智
勇
推
倒
シ
、
万
古
ノ
心
胸

ヲ
開
拓
ス
ル
ノ
慨
ア
リ
キ
。

　

而
シ
テ
帰
来
大
東
亜
開
戦

ニ
際
シ
テ
当
局
ノ
措
置
君
ト

相
協
（
あ
）
ハ
ズ
、
遂
ニ
君

ヲ
シ
テ
自
裁
ノ
極
所
ニ
至
ラ

シ
ム
。
モ
シ
ソ
レ
君
ノ
死
生

ノ
際
ニ
於
ケ
ル
従
容
自
若
、

而
シ
テ
自
裁
ノ
方
式
態
度
悉

（
こ
と
ご
と
）
ク
皆
古
武
士

的
典
型
ニ
遵（
し
た
が
）ウ
。

コ
レ
ヲ
知
ル
者
誰
カ
君
ノ
人

生
ノ
大
道
ニ
於
テ
、
ソ
ノ
悟

入
ノ
真
且
ツ
深
ヲ
諒
ト
セ
ザ

ル
モ
ノ
ア
ラ
ン
ヤ
。

　

君
ハ
何
故
ニ
斯
ク
ノ
如
キ

決
心
ヲ
ナ
ス
ニ
到
リ
タ
ル

カ
。
或
イ
ハ
曰
ク
、
是
一
死

ヲ
以
テ
当
局
者
ニ
最
後
ノ
打

撃
ヲ
与
ヘ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ

ト
。
或
イ
ハ
曰
ク
、
当
時
君

ハ
同
志
ト
共
ニ
戦
局
打
開
ノ

タ
メ
ニ
ア
ル
企
画
ヲ
倣（
な
） 

シ
、
事
方
（
ま
さ
）
ニ
成
ラ

ン
ト
シ
テ
縲
絏
（
る
い
せ
つ

＝
縄
目
に
か
か
る
こ
と
）
ノ

禍
ニ
罹
（
か
か
）
レ
リ
。
コ

レ
ガ
タ
メ
ニ
君
ハ
ソ
ノ
禍
機

不
測
ノ
方
面
ニ
波
及
セ
ン
コ

ト
ヲ
慮
（
お
も
ん
ば
か
）
リ
、

独
リ
自
ラ
ソ
ノ
責
ニ
任
ジ
タ

ル
ナ
リ
ト
。
シ
カ
モ
ソ
ノ
眞

相
如
何
ハ
タ
ダ
天
コ
レ
ヲ
知

ル
ノ
ミ
。

　

君
ヤ
平
生
大
塩
中
斎
、
西

郷
南
洲
ニ
私
淑
シ
、
王
陽
明

ノ
知
行
合
一
ノ
説
ヲ
服
膺

（
ふ
く
よ
う
）
ス
。
君
ヤ
実

ニ
ソ
ノ
学
ブ
ト
コ
ロ
ヲ
行
フ

ニ
幾
（
ち
か
）
シ
。

　

君
ノ
家
庭
ハ
実
ニ
理
想
的

ナ
リ
キ
。
孝
友
慈
愛
一
ト
シ

テ
間
然
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
シ
。

夫
人
三
宅
氏
聡
慧
貞
淑
君
ニ

先
（
さ
き
だ
ち
）
テ
逝
ク
、

君
再
ビ
娶
ラ
ズ
。
操
行
清
浄

亡
夫
人
ノ
霊
牌
ト
同
栖
ス
ル

ノ
ミ
。

　

平
生
ノ
嗜
好
、曰
ク
養
士
、 

曰
ク
乗
馬
、
曰
ク
読
書
。
同

郷
ニ
シ
テ
同
学
ノ
親
友
緒
方

君
竹
虎
、
君
ト
政
見
ノ
異
同 

関
セ
ズ
交
情
始
終
渝（
か
わ) 

ラ
ズ
。
君
逝
ク
ヤ
ソ
ノ
後
事

ノ
経
記
専
ラ
ソ
ノ
力
ニ
頼

（
よ
）
ル
。
銘
ニ
曰
ク
。

　

蟄
龍
在
山　

降
遊
人
寰

　

一
朝
神
変　

飛
翔
雲
間

　

友
人　

蘇
峰
徳
富
正
敬
撰

　

門
人　

進
藤
一
馬
謹
書

〈22〉

試
練
の
時
代

柳　

猛
直

頭
山
満
と
玄
洋
社

題字は進藤一馬福岡市長

１
面
か
ら
続
く

碑石の背面に刻まれた顕彰の言葉（部分）
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（3） 玄　　　　　　　　　洋　　　令和３年１月１日 第 138号

と
い
う
二
十
七
歳
の
青
年
が
尋
ね
て
き
て
平
野
の
話
を
聞

い
て
い
る
。

　

高
原
は
、
の
ち
に
郷
土
史
の
研
究
家
と
し
て
知
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
の
だ
が
平
野
を
訪
ね
た
時
の
思
い
出
を
語
っ

て
い
る
。

　

こ
の
時
、
平
野
は
「
ま
だ
引
き
こ
も
り
中
だ
け
ど
会
お

う
」
と
言
っ
て
酒
を
も
ち
出
し
た
。

　

さ
か
な
は
何
も
な
い
の
で
卵
を
割
っ
て
、
こ
れ
を
さ
か

な
に
し
て
飲
ん
だ
の
だ
が
、
平
野
は
「
自
分
は
所
々
を
遊

歴
し
て
多
く
の
人
に
会
っ
た
が
そ
の
中
で
も
鹿
児
島
の
西

郷
吉
之
助
と
い
う
人
は
容
貌
と
い
い
知
識
と
い
い
、
こ
の

人
こ
そ
天
下
の
英
雄
で
あ
ろ
う
と
思
っ
た
。
そ
の
次
に
大

久
保
市
蔵
（
利
通
）
と
い
う
人
が
い
る
」
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
話
し
た
。

　

平
野
は
酒
も
女
性
も
好
き
だ
っ
た
が
諸
国
遊
歴
中
は
不

自
由
は
し
な
か
っ
た
よ
う
で
、
志
士
の
隠
れ
家
と
し
て
知

ら
れ
る
下
関
の
白
石
正
一
郎
邸
に
女
性
を
連
れ
て
き
た
両

横
綱
は
平
野
国
臣
と
高
杉
晋
作
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

平
野
の
一
生
は
激
し
い
浮
き
沈
み
で
あ
っ
た
。
桝
木
屋

を
出
て
生
卵
を
さ
か
な
に
、
わ
び
し
い
酒
を
飲
ん
で
い
た

こ
ろ
は
〝
沈
〟
の
底
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
直
後
に
は
本
人

も
驚
く
ほ
ど
の
〝
浮
〟
の
時
代
が
や
っ
て
く
る
。

　

朝
廷
の
要
請
に
よ
っ
て
藩
命
を
受
け
て
上
洛
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
ん
ど
は
脱
藩
の
浪
士
と
は
打
っ
て

変
わ
っ
て
大
手
を
ふ
っ
て
の
上
京
で
あ
る
。
八
月
十
六
日

に
は
学
習
院
出
仕
に
任
命
さ
れ
る
。
朝
廷
の
国
事
係
で
あ

る
。
足
軽
出
身
の
平
野
に
し
て
み
れ
ば
破
格
の
出
世
で
あ

っ
た
。
自
分
で
も
「
あ
ま
り
高
名
に
相
成
り
気
の
毒
な
る

こ
と
ど
も
に
御
座
候
」
と
言
っ
て
い
る
。
き
ま
り
が
悪
い

く
ら
い
だ
、
と
い
う
の
だ
。

　

た
だ
し
、
こ
の
二
日
後
に
は
尊
攘
派
一
掃
の
ク
ー
デ
タ

ー
が
起
こ
っ
て
平
野
の
境
遇
は
ま
た
〝
沈
〟
に
一
転
す 

る
。

�

（
こ
の
項
続
く
）

　

筑
前
琵
琶
保
存
会
（
寺
田

蝶
美
会
主
）
の
第
五
十
六
回

定
期
演
奏
会
が
、
昨
年
十
月

十
七
日
、
福
岡
市
中
央
区
大

濠
公
園
の
「
大
濠
能
楽
堂
」

で
開
催
さ
れ
た
。
前
回
定
期

演
奏
会
の
一
月
半
後
に
急
逝

さ
れ
た
前
会
主
、
青
山
旭
子

師
の
追
悼
公
演
と
し
て
の
開

催
だ
っ
た
。

　

一
部
と
二
部
に
分
け
て
、

博
多
（
福
岡
）
発
祥
、
筑
前

琵
琶
の
、
伝
統
の
音
色
十
三

曲
が
披
露
さ
れ
た
。
時
に
は

激
し
く
、
時
に
は
寂
し
い
琵

琶
の
曲
に
、
初
め
て
琵
琶
の

演
奏
を
聞
い
た
と
い
う
来
場

者
も
「
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し

い
も
の
と
は
知
ら
な
か
っ

会
情
勢
下
で
、
同
会
は
定
期

演
奏
会
催
行
の
是
非
を
検
討

し
た
が
、
ぜ
ひ
青
山
師
の
追

悼
を
、
と
い
う
思
い
と
、
青

山
師
が
会
場
を
予
約
し
て
い

た
ご
遺
志
に
応
え
る
た
め
に

も
、
と
開
催
を
決
断
し
た
。

　

演
奏
会
で
は
青
山
師
の
故

郷
、
福
岡
県
二
丈
町
の
情
景

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
海
の
風

景
」
な
ど
青
山
師
作
曲
の
三

曲
が
演
奏
さ
れ
た
。

　

青
山
師
は
、
前
回
の
定
期

演
奏
会
の
挨
拶
で
「
来
年
も

こ
こ
で
し
ま
す
か
ら
、
ご
来

場
を
」
と
呼
び
か
け
て
お
ら

れ
た
。

　

会
場
は
約
五
百
九
十
人
収

容
で
き
る
が
、
当
日
の
観
賞

者
は
間
隔
を
取
っ
て
百
八
十

人
に
限
定
さ
れ
た
。
検
温
、

手
指
消
毒
な
ど
コ
ロ
ナ
感
染

予
防
策
が
徹
底
さ
れ
た
。

た
」
と
感
動
の
面
持
ち
だ
っ

た
。

　

演
奏
会
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
の
終
息
を
祈
念
し
て
「
元

禄
花
見
踊
り
」と「
弥
栄（
い

や
さ
か
）
博
多
」
が
、
同
保

存
会
会
員
十
二
人
と
同
会
の

指
導
を
受
け
る
福
岡
教
育
大

学
の
学
生
五
人
も
加
わ
り
、

に
ぎ
や
か
に
披
露
さ
れ
た
。

　
「
弥
栄
博
多
」
で
は
、
同

会
が
例
年
、
参
加
す
る
「
博

多
ど
ん
た
く
」
の
参
加
旗
を

手
に
し
た
同
会
会
長
、
麻
生

渡
氏
（
元
福
岡
県
知
事
）
を

先
頭
に
、
ど
ん
た
く
の
「
通

り
も
ん
」
が
橋
懸
か
り
か
ら

舞
台
ま
で
練
り
歩
き
、
コ
ロ

ナ
禍
で
中
止
に
な
っ
た
ど
ん

た
く
の
雰
囲
気
を
再
現
し

た
。

　

青
山
旭
子
師
は
、
毎
年
五

月
に
玄
洋
社
記
念
館
が
斎
行

す
る
「
廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰

祭
」
で
、
長
年
に
わ
た
り
筑

前
琵
琶
を
献
奏
し
て
く
だ
さ

っ
て
い
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
ら
ゆ
る
行

事
、
催
事
が
中
止
さ
れ
る
社

筑前琵琶保存会

定期演奏会を開催
急逝の前会主を追悼

演
奏
す
る
寺
田
蝶
美
会
主

「どんたく隊」も登場したフィナーレ
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こ
こ
で
云
う
西
郷
の
道
義

外
交
論
が
、
決
し
て
明
治
六

年
の
一
政
治
家
の
感
情
や
思

い
つ
き
で
は
な
く
、
深
い
根

底
を
有
し
て
い
た
の
は
、
明

治
八
年
に
、日
本
の
海
軍
が
、 

江
華
島
で
韓
国
に
対
し
て
、

艦
砲
射
撃
を
浴
び
せ
た
時

に
、
門
弟
の
篠
原
冬
一
郎
へ

あ
て
た
書
状
を
見
て
も
明
ら

か
で
あ
る
。

　
〈
ご
一
新
い
ら
い
、
紛
議

を
生
じ
て
五
、
六
年
も
談
判

に
及
び
、
今
日
結
局
の
と
こ

ろ
に
立
ち
到
っ
て
、
全
く
交

際
も
な
く
、
人
事
も
尽
さ
な

い
で
来
た
国
と
、
戦
端
を
開

く
と
は
誠
に
遺
憾
千
万
だ
。

た
と
え
、
こ
の
戦
争
を
開
く

に
も
せ
よ
最
初
測
量
の
こ
と

を
こ
と
わ
り
、
先
方
が
そ
れ

を
承
諾
し
た
上
で
発
砲
し
た

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
（
日
韓

の
）
交
誼
の
上
か
ら
も
実
に

天
理
に
恥
ず
べ
き
行
為
で
あ

る
。
云
々
〉

　

と
し
て
日
本
側
の
戦
闘
行

為
を
天
理
の
正
道
に
反
す
る

と
し
て
非
難
し
て
い
る
。
そ

の
後
に
は
、
外
交
上
の
西
郷

の
所
信
と
政
府
へ
の
疑
惑
を

述
べ
て
い
る
。
西
郷
の
「
思

想
の
論
理
」
は
、
す
ぐ
れ
て

終
始
一
貫
し
て
い
る
。
西
郷

は
、
外
交
で
は
相
手
が
弱
い

か
ら
と
て
侮
っ
た
り
、
相
手

が
強
悪
だ
か
ら
と
て
恐
れ
る

と
い
う
の
は
決
し
て
よ
く
な

い
。
た
だ
天
理
の
正
道
に
よ

る
べ
き
だ
と
の
礼
節
道
義
外

交
論
で
あ
る
。
そ
れ
は
現
代

流
の
絶
対
無
条
件
的
平
和
論

で
は
な
い
。
こ
ち
ら
か
ら
相

手
を
弱
い
と
見
て
の
非
道
侵

略
は
、
絶
対
に
許
せ
ぬ
が
、

の
で
あ
れ
ば
、
我
が
国
に
敵

す
る
者
と
み
な
す
事
も
で
き

る
が
、
そ
の
こ
と
（
承
諾
）

な
く
し
て
先
方
が
発
砲
し
た

と
し
て
も
、
一
往
は
談
判
す

べ
き
で
、
何
の
趣
意
で
こ
の

よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か

ぜ
ひ
糾
す
べ
き
こ
と
と
思

う
。た
だ
先
方
を
蔑
視
し
て
、 

先
方
が
発
砲
し
た
か
ら
、
こ

ち
ら
も
応
砲
し
た
と
い
ふ
の

相
手
が
い
か
に
強
暴
で
あ
る

か
ら
と
て
、
強
暴
者
の
威
圧

や
干
渉
に
対
し
て
は
、
い
つ

で
も
毅
然
と
し
て
抵
抗
し
て

屈
せ
ぬ
勇
気
と
威
信
と
が
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
国
際
外

交
が
、
強
弱
の
暴
力
に
よ
っ

て
支
配
さ
れ
て
は
な
ら
な

い
、
あ
く
ま
で
天
地
の
正
道

を
第
一
義
と
せ
ね
ば
な
ら
な

い
と
の
主
張
な
の
で
あ
る
。

こ
の
東
洋
的
な
道
議
第
一
主

義
は
、
少
な
く
と
も
当
時
の

国
際
政
治
の
現
実
と
は
遠

く
、実
力
あ
る
者
が
「
国
利
」 

を
得
る
と
い
う
の
が
当
然
と

さ
れ
て
い
た
の
が
西
欧
列
強

の
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク

ス
だ
っ
た
。
そ
れ
は
国
際
政

治
の
現
実
で
、
例
外
の
な
い

法
則
で
も
あ
っ
た
。
大
久
保

は
、こ
の
現
実
政
治
の
中
で
、 

日
本
の
独
立
発
展
の
た
め
に

は
、
そ
の
法
則
を
マ
ス
タ
ー

し
て
「
国
利
」
を
守
ら
ね
ば

な
ら
な
い
と
確
信
し
た
。

　

西
郷
も
政
治
を
考
え
る
以

上
「
国
利
」
を
無
視
す
る
の

で
は
な
い
。
正
道
の
国
政
と

は
、
天
下
の
公
民
の
利
と
権

利
と
を
保
護
す
る
こ
と
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
し
、
そ
れ

に
は
「
国
家
利
益
」
を
無
視

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し

か
し
「
利
か
義
か
」
と
の
優

先
順
位
に
お
い
て
、
西
郷
は

断
然
と
し
て
道
義
の
正
道
を

第
一
義
と
し
て
優
先
さ
せ
る

と
こ
ろ
に
、
西
郷
は
、
西
欧

近
代
よ
り
も
遙
か
に
す
ぐ
れ

た
東
洋
近
代
外
交
の
理
想
を

確
立
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
信

じ
た
。
こ
の
二
者
の
い
ず
れ

を
優
位
に
置
く
か
と
の
政
治

哲
学
は
、
し
ば
し
ば
国
の
根

本
コ
ー
ス
に
決
定
的
な
岐
れ

道
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
大
衆
の
中
に
、
今

も
西
郷
と
い
う
巨
人
が
明
白

な
論
理
づ
け
も
な
し
に
、
憧

れ
を
感
じ
さ
せ
る
の
は
、
こ

の
西
郷
の
気
風
な
の
で
は
な

い
か
。

　

利
と
義
と
が
対
立
す
る
時

に
は
、
決
然
と
し
て
「
利
を

棄
て
て
、
義
を
と
れ
」
と
の

西
郷
の
対
韓
外
交
の
理
想

は
、
東
洋
の
伝
統
的
理
想
で

あ
る
の
み
で
な
く
、
世
界
の

も
の
と
な
る
べ
き
も
の
と
思

う
。

　

そ
の
理
想
を
、
た
だ
の
評

論
で
な
く
重
大
な
政
治
生
命

を
か
け
て
主
張
し
敢
闘
し
た

西
郷
隆
盛
が
、
そ
れ
と
全
く

相
反
す
る
侵
略
的
征
韓
論
者

と
誤
認
さ
れ
て
い
る
の
は
ま

こ
と
に
残
念
で
あ
る
。
こ
こ

に
は
た
ゞ
明
白
な
る
第
一
版

史
料
を
掲
げ
る
の
み
で
、
そ

の
誤
認
を
改
め
正
す
べ
き
論

証
の
大
綱
を
書
い
て
み
た
。

�

（
完
）

　
　
　
　

◇

　

筆
者
紹
介　

明
治
四
十
二

年
福
岡
に
生
ま
れ
る
。
主
な

著
書
に
「
大
ア
ジ
ア
主
義
と

頭
山
満
」（
日
本
教
文
社
） 

「
日
本
の
君
主
制
」（
神
社

新
報
社
）「
明
治
維
新
と
東

洋
の
解
放
」（
新
勢
力
社
）

「
神
道
的
日
本
民
族
論
」（
神

社
新
報
社
）「
武
士
道
・
戦

闘
者
の
精
神
」（
徳
間
書
店
）

「
永
遠
の
維
新
者
」（
二
月

社
）
な
ど
。
平
成
四
年
歿
。

※
葦
津
珍
彦
氏
の
「
誤

認
の
歴
史
を
改
め
さ
す
為

に
」
は
、
今
回
で
終
了
致

し
ま
し
た
。
次
回
か
ら
は

木
俣
秋
水
氏
の
「
近
代
史

家
た
ち
の
怠
慢
と
偏
見
の

結
果
だ
」
を
掲
載
致
し
ま

す
。木

俣
氏
は
明
治
四
十
五

年
、
京
都
市
の
生
ま
れ
。

掲
載
予
定
の
原
稿
の
執
筆

当
時
は
京
都
市
会
議
員
。

同
市
会
議
長
も
務
め
ら
れ

ま
し
た
。
平
成
三
年
歿
。

著
書
に
『
史
観
・
吉
田

松
陰
』な
ど
が
あ
り
ま
す
。

（
昭
和
六
十
一
年
四
月
発
行
「
玄
洋
」
特
別
号
外
版
よ
り
再
録
）

誤
認
の
歴
史
を
改
め
さ
す
為
に

葦 

津 

珍 

彦
⑨〈８〉

西郷　隆盛
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秋
篠
宮
さ
ま
の
「
立
皇
嗣

の
礼
」
も
済
み
、
新
し
い
年
、

令
和
三
年
の
幕
が
開
い
た
。

通
常
な
ら
慶
祝
ム
ー
ド
に
包

ま
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
今
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

の
終
息
が
見
え
ず
、
警
戒
の

手
を
緩
め
ら
れ
な
い
。

　

新
春
最
大
の
行
事「
初
詣
」

の
参
拝
客
を
受
け
入
れ
る
諸

方
の
神
社
は
、
コ
ロ
ナ
感
染

防
止
に
「
密
」
を
避
け
る
た

め
、
正
月
三
が
日
に
こ
だ
わ

ら
な
い
「
分
散
参
拝
」
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。

　

例
年
正
月
三
が
日
で
二
百

万
人
の
参
拝
客
が
訪
れ
る
福

岡
県
太
宰
府
市
の
「
太
宰
府

天
満
宮
」
は
昨
年
十
月
初
め

に
早
々
と
「
分
散
参
拝
」
を

呼
び
掛
け
た
。

　

続
い
て
同
県
内
約
三
千
三

百
の
神
社
で
構
成
す
る
「
福

岡
県
神
社
庁
」
も
「
分
散
参

拝
」
を
呼
び
掛
け
、
小
川
洋

県
知
事
に
県
民
へ
の
周
知
を

求
め
た
。

　

神
社
関
係
者
は
「
来
年
は

参
拝
し
た
日
が
初
詣
と
思
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い
」
と

言
っ
て
い
た
。

　

参
拝
客
へ
の
呼
び
掛
け
の

一
方
、
神
社
自
体
も
感
染
防

止
策
に
知
恵
を
絞
っ
て
い 

る
。

　

玄
洋
社
記
念
館
が
例
年
五

月
に
斎
行
す
る
（
昨
年
は
コ

ロ
ナ
禍
で
中
止
）「
廣
田
弘

毅
先
生
顕
彰
祭
」
で
司
祭
を

つ
と
め
て
く
だ
さ
る
「
福
岡

県
護
国
神
社
」
は
、
昨
年
九

月
か
ら
参
拝
客
、
神
社
職
員

双
方
の
感
染
防
止
対
策
の
検

討
を
始
め
て
い
る
。

　

第
一
は
、
参
拝
客
の「
密
」

を
避
け
る
対
策
。

　

同
神
社
は
、
正
月
、
お
さ

い
銭
箱
を
三
台
設
置
し
て
い

る
。
こ
れ
を
四
台
増
や
し
て

七
台
に
。
参
拝
客
の
列
を
分

散
さ
せ
た
い
と
い
う
。「
宮

大
工
さ
ん
に
頼
め
ば
費
用
も

か
か
る
。
神
社
の
職
員
の
手

造
り
で
す
」

　

手
洗
舎
の
ひ
し
ゃ
く
も
取

り
除
か
れ
る
。
例
年
、
好
評

の
樽
酒
の
振
る
ま
い
も
、
酒

器
の
使
い
回
し
は
で
き
な
い

か
ら
と
中
止
に
な
る
。

　

お
札
、
縁
起
物
授
与
所
の

巫
女
（
み
こ
）
さ
ん
全
員
、

フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
を
付
け

て
参
拝
客
に
応
待
す
る
。「
昨

年
の
夏
か
ら
準
備
し
て
い
ま

し
た
」
と
同
神
社
。

　

私
た
ち
が
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
新
春
が
穏
や
か
に
過

ぎ
る
こ
と
を
願
う
と
こ
ろ

だ
。

賛
助
会
員
芳
名
録

　
（
令
和
２
年
９
月
28
日
受

け
付
け
分
ま
で
・
敬
称
略
）

　
　
　

▼
個
人
の
部

　
【
一
万
円
】

竹
若　

晴
喜�

（
福
岡
市
）

柴
田　

文
彦�

（　

同　

）

小
柳　

政
則�

（　

同　

）

有
馬　
　

學�

（
東
京
都
）

橋
田　

文
也�

（
福
岡
市
）

島
津　

修
久�

（
鹿
児
島
市
）

伊
東　

聰
江�

（
東
京
都
）

山
村　

賢
三�

（
太
宰
府
市
）

稲
富　

修
二�

（
福
岡
市
）

㈲
日
産
企
画

　薬

　剤

　師

大 

江 

田

　
　

 

信

大 

江 

田

　美 

子

太
宰
府
市
宰
府
三
丁
目
四
│
二
十
一

☎
〇
九
二
│
九
二
四
│
六
二
九
六

〒
818-
0117

損
害
保
険
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

太
宰
府
天
満
宮
前
駐
車
場

漢
方
薬
相
談
　
と
お
り
ゃ
ん
せ

代
表
取
締
役
会
長

ア
キ
ラ
グ
ル
ー
プ

花

　田

　
　
　
　勲

児

　玉

　
　和

　久

会

　長

代
表
取
締
役
社
長

謹んで
新年のご祝詞を
申し上げます

令和三年元旦

神 

社分散参拝を呼び掛け
感染防止に知恵絞る

コロナ禍中の初詣

5



（6）玄　　　　　　　　　洋令和３年１月１日 第 138号　　　

ー
書
と
人
物
ー

　
「
雲
を
斬
る
」
の
薄
田
斬

雲
が
「
雲
に
立
つ
」
の
頭
山

立
雲
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る

（「
東
湖
と
頭
山
満
翁
と
」、

薄
田
斬
雲
『
人
間
東
湖
先

生
』
照
文
閣
、
昭
和
十
七
年

〈
一
九
四
二
〉）。
東
湖
は
水

戸
藩
の
学
者
藤
田
東
湖
の
こ

と
。
こ
の
部
分
は
藤
田
東
湖

と
頭
山
満
を
比
較
し
た
も
の

だ
が
、
親
し
く
頭
山
満
に
接

し
た
薄
田
斬
雲
が
頭
山
邸
の

様
子
を
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
興
味
深
い
。
ウ
ィ
キ
ペ
デ

ィ
ア
に
よ
る
と
、薄
田
は「
一

九
一
七
年
（
大
正
六
年
）
に

は
衆
議
院
議
員
野
田
卯
太

郎
、
頭
山
満
、
子
爵
で
法
学

博
士
の
田
尻
稲
次
郎
ら
の
組

織
し
た
大
民
団
（
大
民
倶
楽

部
）
に
加
わ
り
山
田
三
七
郎

と
と
も
に
運
営
本
部
の
任
に

あ
た
っ
た
。」
薄
田
斬
雲
の

著
書
に
『
頭
山
満
翁
の
真
面

目
』
平
凡
社
、昭
和
七
年
（
一

九
三
二
）、『
頭
山
満
翁
一
代

記
』
岡
倉
書
房
、
昭
和
十
二

年
（
一
九
三
七
）
が
あ
る
。

（
引
用
に
際
し
、
少
し
表
記

を
変
え
て
い
る
。
…
は
省
略

部
分
）

　
　
　
　

◆

　
「
早
起
き
の
頭
山
翁
は
、

五
時
前
に
床
を
払
う
の
で
あ

る
が
、
訪
問
客
は
朝
飯
前
か

ら
押
し
か
け
る
。『
新
聞
も

読
ま
せ
な
い
』
と
頭
山
翁
は

苦
笑
し
て
い
る
。
…

　

一
介
の
野
人
、
無
位
無
官

…
苦
笑
し
て
い
る
頭
山
翁
の

処
へ
、
こ
ん
な
に
多
く
の
客

が
見
え
る
と
云
う
事
は
、
真

に
異
数
と
す
べ
き
で
、
是
等

の
客
は
そ
れ
ぞ
れ
特
殊
な
知 

見
、ニ
ュ
ー
ス
を
語
る
の
で
、 

翁
は
之
に
よ
っ
て
、
生
き
た

書
物
を
読
ん
で
い
る
の
で
あ

る
。
…

　
『
お
れ
は
不
精
じ
ゃ
』
と

頭
山
翁
自
白
し
て
、
―

　
『
人
に
話
を
し
て
や
る
の

も
面
倒
だ
か
ら
、
お
れ
の
事

を
書
く
の
は
、
皆
な
ま
た
聞

き
じ
ゃ
ろ
う
。
お
れ
は
手
紙

の
返
事
も
滅
多
に
書
か
ん
の

じ
ゃ
』
と
言
う
。」

　
　
　
　

◆

　

こ
ん
な
ふ
う
だ
か
ら
、
頭

山
満
の
手
紙
で
私
が
所
持
し

て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ

れ
が
真
筆
か
、
代
筆
か
の
判

断
が
難
し
い
。
筆
跡
は
明
ら

か
に
違
う
の
だ
が
、
頭
山
満

も
若
い
頃
は
ふ
つ
う
に
習
字

の
お
手
本
の
よ
う
な
文
字
を

書
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思

っ
て
い
る
。
そ
れ
で
一
層
判

断
に
迷
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

◆

　
「
頭
山
翁
も
、
在
野
志
士

の
総
元
締
で
あ
る
。
日
本
の

み
に
存
在
す
る
浪
人
道
の
本

尊
で
あ
る
。
今
日
、
右
傾
派

と
か
、
頭
山
党
と
か
、
国
粋

主
義
者
と
か
に
属
す
る
と
見

な
さ
る
る
顔
ぶ
れ
で
、
常
盤

松
（
―
渋
谷
区
）
の
頭
山
翁 

邸
の
床
の
間
に
横
た
え
ら
れ
、 

又
は
立
て
か
け
ら
れ
て
い
る

無
数
の
刀
剣
に
憧
れ
の
目
を

注
が
ぬ
者
は
な
か
ろ
う
。」

　
　
　
　

◆

　

無
造
作
に
積
み
上
げ
た
は

ず
は
な
い
か
ら
、「
無
数
の

刀
剣
」
は
大
げ
さ
だ
が
、
頭

山
満
は
日
本
刀
の
技
術
伝
承

を
保
護
し
、
頭
山
邸
内
に
刀

匠
の
日
本
刀
鍛
錬
所
（
刀
剣

研
究
所
）
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　

◆

　
「
翁
は
、
二
階
八
畳
の
座

敷
に
、
す
べ
て
の
訪
客
を
迎

え
て
、
公
平
に
、
平
等
に
、

座
布
団
と
、
一
杯
の
お
茶
を

供
し
て
、
喜
怒
哀
楽
色
に
現

れ
ざ
る
顔
容
を
示
し
て
い

る
。
翁
の
前
に
は
久
留
米
竹

細
工
へ
漆
を
塗
っ
た
精
巧
な

大
机
（
―
籃
胎
漆
器
で
あ

る
）
が
据
え
ら
れ
て
、
そ
の

上
に
は
、
書
籍
、
雑
誌
、
新

聞
、
来
信
、
印
刷
物
な
ど
、 

乱
雑
に
う
ず
た
か
く
積
ま
れ
、 

そ
の
間
に
翁
の
眼
鏡
が
三
種

混
在
し
て
、
い
つ
も
、

『
あ
っ
ち
の
眼
鏡
は
ど
う
し

た
、
も
ひ
と
つ
の
方
が
ど
こ

ぞ
に
な
い
か
？
』

と
、
婢
女
を
し
て
、
そ
の
混

雑
し
た
机
の
う
え
か
ら
の
眼

鏡
さ
が
し
に
困
ぜ
し
む
る
の

で
あ
る
。
こ
の
二
階
八
畳
は

い
わ
ゆ
る
応
接
間
で
な
く
し

て
、
頭
山
家
の
本
座
敷
と
見

る
べ
く
、
下
座
敷
は
か
え
っ

て
半
物
置
の
形
を
為
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

さ
れ
ば
、
こ
の
二
階
八
畳

の
本
座
敷
に
請
ぜ
ら
れ
て
座

に
着
く
客
は
、
ま
ず
こ
の
机

上
の
雑
然
た
る
積
み
重
ね
に

度
肝
を
抜
か
れ
る
の
で
あ

る
。
…
こ
の
机
上
に
は
、
何

か
の
依
頼
者
の
置
い
て
行
っ

た
印
刷
物
が
あ
り
、
ち
ょ
っ

と
目
を
通
し
て
置
き
た
い
と

思
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ

り
、
何
か
記
念
の
小
品
が
あ

り
、
備
忘
の
書
き
付
け
が
あ

り
、
来
訪
者
の
名
刺
が
あ

り
、
た
ま
に
は
返
信
を
し
た

た
め
ね
ば
な
ら
ぬ
種
類
の
来

信
が
あ
り
、
写
真
が
あ
り
、

書
画
帖
が
あ
り
、
こ
れ
を
ど

う
始
末
し
て
よ
い
か
当
惑
せ

ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

…
　

そ
し
て
こ
の
乱
雑
な
机
の

前
に
頭
山
翁
は
不
動
（
―
動

か
ざ
る
こ
と
）
山
の
如
く
泰

然
と
行
儀
を
崩
さ

ず
端
座
し
て
、
入

り
替
わ
る
客
の
話

を
聞
い
て
い
る
。

別
の
応
接
間
に
待

た
せ
る
と
い
う
事

な
く
、
わ
が
居
室

へ
客
を
通
す
の
で

あ
る
か
ら
、
座
上

客
常
に
満
つ
る
の

で
あ
る
。
…

　

そ
し
て
ご
自
分

が
、
そ
ん
な
無
雑
作
、
無
頓

着
で
あ
る
か
ら
、
ど
ん
な
、

ひ
ど
い
服
装
を
し
た
者
も
、

本
人
が
無
頓
着
に
翁
を
訪
問

す
る
と
、
そ
の
ひ
ど
い
泥
足

の
ま
ま
で
、
こ
の
座
敷
へ
迎

え
ら
れ
て
、
絹
の
座
布
団
へ

座
ら
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。」

　
　
　
　

◆

　

こ
の
よ
う
に
あ
る
日
の
頭

山
邸
の
様
子
が
活
写
さ
れ
て

い
る
。
机
の
前
で
終
日
正
座

し
て
身
じ
ろ
ぎ
も
し
な
い
頭

山
満
の
姿
は
し
ば
し
ば
写
真

に
撮
ら
れ
て
い
る
通
り
だ
。

　

薄
田
斬
雲
は
こ
ん
な
頭
山

満
の
言
葉
を
書
き
と
め
て
い

る
。「
俺
の
家
を
化
け
物
屋

敷
と
で
も
思
う
と
る
か
し

て
、
よ
く
化
け
も
の
が
来
る

と
頭
山
翁
は
、
そ
の
多
種
多

様
の
来
客
の
事
を
語
る
」。

玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介

石
瀧

　豊
美

第 80 回

同
時
代
か
ら
見
た
頭
山
満

㉔

写真は左が『頭山満翁の真面目』、右が『頭山
満翁一代記』の口絵（近影）。右に添えられた
頭山満の自署は、よく扁額などに見るものと
違って、竹筆でもないし線が鋭角的である。
いろいろな字体を書けることを示している。
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